
 

 

令和３年度における宮城県長期欠席状況調査（公立小中学校）の結果について 

 

１ 調査の趣旨 

  令和３年度における児童生徒の長期欠席の状況等を調査・分析することにより，不登校児童生徒等支援に向

けた実効性のある施策の立案につなげていくものとする。 

 

２ 調査対象期間 

  令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで 

 

３ 調査対象（令和３年５月１日現在） 

（１）児童生徒調査 

  〇 県内公立小中学校長期欠席児童生徒（仙台市を除く） ３，７８４人 

    ・小学校 １，４０４人 

    ・中学校 ２，３８０人 

 

（２）学校調査 

  〇 県内全公立小中学校（仙台市を除く）  ３７７校 

    ・小学校  ２４５校 

    ・中学校  １３２校 

 

４ 回答方法 

  児童生徒調査，学校調査ともに質問紙法による学校の回答 

  （児童生徒調査については，担任をしていた教師等の見立ての回答） 

 

５ 調査結果の概要 

（１）長期欠席の概要について（Ｒ３年度とＲ２年度比較） 

 

 

（２）令和元年度から令和３年度における長期欠席児童生徒の状況について 

 

11.8% 0.0% 65.9% 370 209 14.9% 7.4%

14.3% 0.1% 68.6% 98 9.7% 7.3%

23.5% 0.1% 69.1% 7.4%

8.9% 0.0% 84.0% 1,034 133 5.6% 1.5%

10.9% 0.0% 85.4% 35 2.0% 1.8%

10.4% 0.0% 87.3% 2.3%

10.0% 0.00% 77.3% 1,404 342 9.0% 3.7%

12.1% 0.04% 79.2% 133 4.8% 3.8%

15.1% 0.04% 80.8% 4.1%

1,404

　

　　　　区分

　

    校種

長期欠席児童生徒（人）

病気
経済的

理由

不登校
新型コロ

ナウイル

スの感染

回避

その他 総計

（内数）

前回調査

でも不登

校

Ｒ３ 166 0 925 343

74

66 16 104

1,012

R元 218 45 17 979

49Ｒ２ 145 1 694 282

小

学

校

2,380

Ｒ２ 191 0 1,502 855 196 49

中

学

校

Ｒ３ 213 0 1,999

R元

15

47

R元小中合計 1,145 240

1,562

1,141 211

3,784

Ｒ２小中合計 336 1 2,196 1,137 249 64 105 2,771

Ｒ３小中合計 379 0

2,769

230 1 676 72

187 0 1,790

2,924 1,484 277 63 139

31 1,759

35

41

417 1 2,238 11376

927 195 59

３０日以上

欠席

（内数）

９０日以

上欠席
（内数）

出席０

（内数）

出席１０

日以下

〇 長期欠席児童生徒数は，昨年度と比較して小学校で３９２人の増，中学校で６２１人の増である。 

〇 不登校は，小学校で２３１人の増，中学校で４９７人の増である。 

〇 そのうち９０日以上欠席の不登校は，小学校で６１人の増であり，中学校で２８６人の増である。 
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６ 不登校児童生徒の状況について（児童生徒調査） 

（１）令和３年度における不登校児童生徒の状況について（学校が回答した不登校児童生徒の個々

の状況） 

 ① 不登校児童生徒の学年と不登校のきっかけと継続要因について 

 〈不登校児童生徒の学年〉                 （単位：人） 

〈不登校のきっかけと継続要因〉 

 【小学校】 

   [きっかけ]※複数回答可 

  ［継続要因］※３つまで選択可 

【不登校児童生徒の現状】 

○ 小学１年生から小学６年 

生まで，学年が上がるにつ

れて，不登校児童数が少し

ずつ増加している。 

○ 中学１年生で不登校生徒 

数が急激に増加し，中学３

年生でやや減少している。 
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 【中学校】 

  [きっかけ] ※複数回答可 

 

［継続要因］※３つまで選択可 

 

 

 

 

 

 

【不登校のきっかけ】 

○ 小学校では「気力がわかない」や「親子の関わり方」，「不安などの情緒的混乱」が多い。 

○ 中学校では「気力がわかない」や「不安などの情緒的混乱」，「勉強が分からない」が多い。 

【不登校の継続要因】 

○ 小学校では「気力がわかず何となく登校しない」や「登校に不安がある」，「家庭の状況」

が多く，主に本人や家庭に係る要因が多い。 

○ 中学校では「気力がわかず何となく登校しない」や「登校に不安がある」，「勉強が分から

い」が多く，本人に係る要因が多い。 
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② 不登校になったきっかけに対する不登校が継続している要因について 

 不登校のきっかけ 不登校が継続している要因（上位３項目，複数回答） 

 

小

学

校 

１ 気力がわかな 

 い 

①気力がわかず何と

なく登校しない 

②生活習慣の乱れ ③家庭の状況 

２ 親子の関わり

方 

①家庭の状況 ②生活習慣の乱れ ③気力がわかず何と

なく登校しない 

３ 不安などの情

緒的混乱  

①登校に不安がある ②学校生活の不安 ③気力がわかず何と

なく登校しない 

 

中

学

校 

１ 気力がわかな   

 い 

①気力がわかず何と

なく登校しない 

②勉強が分からない ③怠学傾向 

２ 不安などの情

緒的混乱  

①登校に不安がある ②学校生活の不安 ③集団生活や学校が

苦手 

３ 勉強が分から

ない 

①勉強が分からない ②気力がわかず何と

なく登校しない 

③登校に不安がある 

 

（２）家庭での過ごし方 ※学校がある昼の時間帯に主に何をしているか。（３つまで選択可） 

【小学校】 

 

 

○ 小学校で「気力がわかない」がきっかけで不登校になった児童が多く，「気力がわかず何

となく登校しない」「生活習慣の乱れ」「家庭の状況」が要因で不登校が継続している。 

○ 中学校では「気力がわかない」がきっかけで不登校になった生徒が多く，「気力がわかず

何となく登校しない」「勉強が分からない」「怠学傾向」が要因で不登校が継続している。 

○ 小中学校ともに，インターネット，スマートフォンが最も多い。 

○ 小中学校ともに，学習している割合が約３７％，昼の時間帯に寝ている割合が約２０％で

ある。 
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【中学校】 

 

（３）不登校児童生徒に対するアセスメント（見立て）について 

【小学校不登校児童】（925人中） 

○ 支援計画を立てた児童生徒数は，小学校が６８９人，中学校は１２９７人である。その内，

専門職によるアセスメントを基に支援計画を立てた数は，小学校が４６５人，中学校は 

９５２人である。前年度に比べ，小・中学校とも支援計画を立てた数は増えているものの，

割合はやや減少している。 

○ 専門職の内訳は，「スクールカウンセラー」が最も多く，小学校では２７２人，中学校で

は６０９人の児童生徒の支援計画作成に関わった。「スクールソーシャルワーカー」は，小

学校で１９１人，中学校では３６０人の児童生徒の支援計画作成に関わった。その他の専門

職として，「みやぎ子どもの心のケアハウス職員」や「市町村担当課職員」などが挙げられ

た。 

（50.3%） （50.3%） （24.2%） （25.5%） 

（53.2%） （22.8%） （24.1%） 

（39.5%） （20.9%） （39.6%） 
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【中学校不登校生徒】（1,999人中） 

（47.6%） (17.3%） (35.1%） 

（56.5%） （19.0%） （24.5%） 

（44.7%） （22.1%） （33.2%） 
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（４）学校における他機関等との連携について 

 

 

 

○ 小学校不登校児童９２５人中，学校が他機関等と連携していたのは６９３人（７４．９％）。

連携していなかったのは２３２人（２５．１％）である。 

○ 中学校不登校児童１，９９９人中，学校が他機関等と連携していたのは１，４０１人 

（７０．１％）。連携していなかったのは５９８人（２９．９％）である。 

○ 小学校及び中学校不登校児童生徒の他機関等との連携先の上位はともに「スクールカウン

セラー」や「スクールソーシャルワーカー」，「病院や診療所」，「みやぎ子どもの心のケアハ

ウス」である。 
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（５）教育機会確保法に基づく，多様な教育機会の確保について 

【小学校】 

○ 小学校では，９０．２％の児童の教育機会が確保されており，具体例としては，「登校時

の在籍学級での学習」が最も多く，次いで「別室での学習」や「ＩＣＴを活用した学習」が

挙げられる。 

○ 中学校では，８６．８％の生徒の教育機会が確保されており，具体例としては，「別室で

の学習」が最も多く，次いで「登校時の在籍学級での学習」や「家庭訪問を通じての学習」

が挙げられる。 

○ 小中学校ともに，確保できなかった理由としては，「本人の理解が得られなかった」が最

も多い。 
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【中学校】 
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（６）校内での取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 小学校では，「電話をかけたり迎えに行ったりした」が６０．２％と最も多く，「研修会や

事例研究を通じて全教師の共通理解を図った」が次に多かった。 

○ 中学校でも，「電話をかけたり迎えに行ったりした」が６４．０％と最も多く，「不登校に

ついて，研修会や事例研究会を通じて全教師の共通理解を図った」が次に多かった。 

○ 小学校では，「教師との触れ合いを多くするなど，教師との関係改善を図った」や「様々

な活動において本人が意欲を持って活動できる場面を用意した」，「授業方法の改善，個別の

指導など授業が分かるようにする工夫を行った」が増えている。 
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